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最大のモー ドが,外的ゆらぎに対 して最も安定なモー ドになっている様に見える｡
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エネルギーを絶えずとり込みながら,秩序ある自発的運動を実現し,その結果ある種の空間
的構造を顕存化する系として,べナ-ル対流,液晶におけるウィリアムズ･ドメインのような
電気流体力学的不安定性による空間構造,ザポチンスキー反応など多くの例が挙げられるが,
それらの散逸構造における空間的秩序度が,とり込むェネルギーと共にどう変わるかは必ずし
も明らかでない｡ここではプラズマ中のイオン音波の空間構造を例にとり,プラズマのイオン
密度の空間相関がどう成長するかを実験的に調べた｡
先ずプラズマ中のイオン音波の発生の様相を概念的に説明すると,図1のような円筒石英管
に適当な圧力の中性原子気体を入れて電流を流すと,気体原子は電子との衝突によりイオン化
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